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   第20回文化庁メディア芸術祭 受賞作品展関連イベント  

  トークイベント「VRが更新するリアリティ」 
    9月26日、目白大学新宿キャンパスで 

 

 目白大学（東京都新宿区、学長：佐藤郡衛）は 9月 26日、第 20回文化庁

メディア芸術祭受賞作品展関連のトークイベント「VR が更新するリアリテ

ィ」を開催します（文化庁メディア芸術祭実行委員会と共催）。 

 近年、話題になっている VR（仮想現実）をテーマに、メディア芸術祭の

受賞者・審査委員会推薦作家が出演し、ゲームクリエイターである遠藤雅伸

氏やフェルメール研究の第一人者である本学メディア表現学科・小林賴子教

授とともに、エンターテインメント的な側面と学術研究的な側面、双方から

のアプローチを紹介。VR とリアリティのあり方について、トーク形式で考

えます。メディア芸術祭サイト（http://peatix.com/event/299563）参照。 

事前告知ならびに当日取材をご検討くださいますようお願いいたします。 
 

【開催要項】 

日  時 2017（平成 29）年 9月 26日（火）18：00～19：30（開場 17：30） 

場  所 
目白大学 新宿キャンパス 研心館 （東京都新宿区中落合 4-31-1） 

＊駐車場はございません。車での来校はご遠慮ください 

内  容 

モデレーターより今回のレクチャーの趣旨説明／ 

モデレーター：遠藤 雅伸氏（ゲームクリエイター・東京工芸大学教授） 

作品紹介／「アート部門審査員推薦作品」「エンターテインメント部門優秀賞」ほか 

事例紹介／「新フェルメール論―VRと新しい絵画鑑賞法の提案」 

総合司会・モデレーター：小林 賴子（目白大学メディア表現学科教授） 

出演者によるクロストーク ／ 質疑応答 ／ モデレーターによる総括 

定  員 
400名（先着順）  

＊開催前日 17:00までにお申し込みください。詳細は、芸術祭サイト（http://peatix.com/event/299563）参照 

参 加 費 無料  
 

【お問い合わせ先】 ※当日の取材を希望される場合は、事前に下記までご連絡ください。 

目白大学メディア表現学科（小林） TEL：03-5996-3130  E-mail：yorikoba@mejiro.ac.jp    
 

************************************************************************************************ 

■目白大学／社会学部メディア表現学科 ［目白大学公式サイト：www.mejiro.ac.jp］ 

   目白大学は 1994（平成 6）年に開学、6学部 16学科、大学院 7研究科を擁する総合大学。2000（平成 12）年に設

置されたメディア表現学科では、現代の情報化社会を支える多種多様な「メディア」への理解を深め、効果的なコミ

ュニケーション手法やコンテンツ制作技術を学ぶことができる。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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